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序章 研究の目的と方法





司法制度改革審議会が内閣に設置 されたことに始まる。2001(平成 13)年に公表 された
同審議会意見書では,「国民の期待に応える司法制度」,「司法制度を支える法曹の在 り方」,
そ して,「国民的基盤の確立」が三本の柱 として掲げられる。この「国民的基盤の確立」の
条件整備 として「司法教育の充実」が うたわれ,「学校教育等における司法に関す る学習機
会を充実 させ ることが望まれる。このため,教育関係者や法曹関係者が積極的役割を果た
す ことが求められる。」 と明記 されたのである(D。
これを受けて,法務省による「法教育Jの取組が本格的にスター トする。2003(平成 15)
年 7月に発足 した法教育研究会である。学校教育等における司法及び法に関する教育につ
いて調査・研究・検討 を行 うことを目的 としたこの機関は,教育研究者,中学校教員,弁
護士,司法書士,最高裁判所,法務省,文部科学省の担当官 らによつて構成 され,3年間
の議論を経て 2004(平成 16)年11月,報告書が提出され る0)。
この報告書によると,「法教育」 とは,「法律専門家ではない一般の人々が,法や司法制








そ して,この定義にそつて法教育研究会から,「ルールづ くり」,「私法 と消費者保護」,




めごとの解決 と国民の司法参加 0ルー ルづ くり」,「情報化社会を生きる～情報の受け手・
送 り手 として～」,「友だち同士のけんかとその解決」が開発 される。)。 協議会はこれらの







第二に,生活や遊びの中でのルール作 りや,友達同士での トラブルが発生 した時の解決







の社会生活を営む上で大切な法やきまりについて扱 う」ことが取 り入れ られ,第6学年で ,
我が国の 「政治の働き」の学習の中で 「国会 と内閣 と裁判所の三権相互の関係,国民の司
法参加」が扱われるようになるなど,小学校教育において社会科は,「法教育」の中心的な
役割を果た している。                         '
「法教育」と最も関連が深 く重要である教科が社会科であることは,社会科の学習の中
で子 どもがた くさんの法 と出会 うことからも明白である。例えば,中学年では,商店街や






















値,法的技能を射程に教育内容を想定 した 日本版 「法教育」の定義は,まだ小学校の教育










































年が経 とうとしている(1)。 この間,2009(平成 21)年5月には 「裁判員制度Jが開始 し,












行 された 「陪審員法」に基づ く「陪審制度」である。 しか し,はじめて国民の司法参加 を
実現 したこの「陪審制度」は,戦争の激化などの理 由で 1943(昭和 18)年に停止 される。
戦後,我が国における国民の司法参加の復活は,司法制度改革の最大の課題 となる。そ
して,様々 な議論を重ねつた結果,1999(平成 11)年7月の司法制度改革審議会の設置
を契機に,2004(平成 16)年5月には 「裁判員の参加す る刑事裁判に関する法律」が公
布 され,ついに,2009(平成 21)年5月21日,「裁判員制度」が導入される。
この国民の司法参加を促す 「裁判員制度」の導入は,将来裁判員 となる可能性を有す る






F消費者問題の増加 と消費者教育の必要性Jとい う四つの観点か らも,「法教育」が求め ら
れる背景を述べている("。                    イ
日本の 「法教育」の先行モデルであるアメリカにおける法教育の 目的の一つが,青少年
‐8‐





































































1990年代前半か ら,社会科教育研究者 と初等中等教育教員によつて研究・実践 されて
きた 「法教育Jである。
この 「法教育」は,江日勇治 (筑波大学教授)によつて,アメ リカの法教育カリキュ
ラムや単元・授業 レベルが紹介 されたことから始まる6)。 江 日勇治は,現代社会が「法
化社会」,とりわけ私人間での「権利衝突が今まで以上に想定される社会」であるとい う







1993(平成 5)年5月の 日本弁護士会連合会・ 定期総会決議『 司法に関する教育の充
実を求める決議』 (0は,学校教育 0社会教育における「司法及び人権についての教育」
の充実を訴え,司法教育の具体的内容 として,司法の役割,司法制度・ 裁判手続の概要
と利用の仕方,基本的人権をは じめとする諸権利 についての正確な知識,弁護十制度 と
弁護士の果たす役割についての基礎知識をあげている。












度的基盤の整備)」・「司法制度を支える法曹の在 り方 (人的基盤の拡充)」 。「国民的基盤









2000(平成 12)年に,第1の潮流 (法教育)と第 2の潮流 (司法教育)の中心的な












第 2の潮流 (司法教育)の中か ら,第1の潮流 (法教育)の影響を受 けて 「法教育」






い う態度育成」とい う三側面をその内容 としている。さらに,「法教育」を「消費者教育」。
「人権教育」。「司法教育」を包摂するものをして位置づけている(12)。
(6)法教育研究会
司法制度改革審議会意見書を うけて,2003(平成 15)年に法務省内に設置 されたの
が法教育研究会である。2004(平成 16)年には報告書が公表・刊行されている(10。こ
の組織は,法務省・文部科学省・最高裁判所から各 1名のほか,第1の潮流か らの 4名




















































一つ 日は,憲法の意義及び司法にかかわるものとして,第6学年を対象 とした 「もめご
との解決 と国民の司法参カロ・ルールづ くり」に関す る教材例,二つ 目は,憲法の意義にか
かわるものとして,第5学年を対象 とした 「情報化社会を生きる～情報の受け手・送 り手
として～Jに関する教材例,三つ 日は司法 (特に民事司法)にかかわるものとして,高学
年を対象 とした 「友だち同士のけんかとその解決」に関す る教材例である。それぞれの教
材例を実施す る教科等は,十つ 日は第 6学年の社会科,総合的な学習の時間,特別活動を
横断 した単元構成,二つ 日は第 5学年の社会科,二つ 日は第 6学年の特別活動 となつてお
り,「法教育」を実施するにあたつて,学校・学級の実態と,学習内容の力点に応 じて,柔
軟に対応することを促 している。




第 2節 社会科 にお ける「法教育Jの意義













































現行の学習指導要領において 「法教育」が実施可能な学年 として,第3・4学年 と第 6
学年があげられている。
第 3・4学年では,いわゆる地域学習において,地域の社会生活を営む上で大切な法や
きま りを扱 うことになつている。 ここでは,自分たちの身近な生活に法やきまりが存在す
ること,法や きまりを守ることが,健康で安全な生活や良好な生活環境の維持と向上を図
る上で大切であることに気付かせることをねらい としている。
第 6学年では,政治学習において,「国会 と内閣 と裁判所の三権相互の関連」 と「国民
の司法参加」の二つの内容を扱 うことになつている。前者では,「国会」,「内閣」,「裁判所」

















2「小 学校 にお け る法教 育 の実 践状 況 に関す る調 査研 究」 報告書 の結果 か ら
実際に現在の小学校現場では,どのように「法教育」が実践されているのであろうか。

















社会科では,「とても充実 させる」,「いくらか充実 させる」の二項 目を合わせた割合が ,
36.4%で,家庭科に次いで低い値を示 している。報告書によると,社会科の充実度が低か
つた理由として,「社会科では従来か ら政治や 日本国憲法を扱っていた経緯がある」ことか
ら,基本的に学習指導要領に示 された内容通 りに実施 されているためと考えられている。
今回から学習指導要領で 「法教育」は学習することが可能になったにもかかわ らず,数
値が低いのは,やはり「法教育」 とい うものの認識・認知度の低 さの現れである。
次に,調査内容 「法教育推進に向けた取 り組みへのご意見・ ご要望」の 【推進体制に関
すること】では,「時間数の不足」 とい う回答が最 も多い。特に 「〇〇教育」(人権,消費
者,情報,国際理解,環境,金融,租税,防災,キャリア,福祉,食育等々)の要請が ,
学校に個別に持ち込まれることへの意見が 日立っている。具体的な要望では,「文科省と連











容が理解 されていなかつた り,あるいは様々な捉え方がなされていた りす ること,「法教育」
を 「規範意識向上のための教育」や,「学校や教育問題の法的対応を理解するための教育」
と捉えている様子が読み取れることを指摘 している。う。




今回の学習指導要領か ら,様々 な科 目・分野で 「法教育」が取 り入れ られるようになつ
たことからも,学校教育における「法教育」の重要性は明 らかである。
現行の学習指導要領の方向性を提言 した 2007(平成 19)年の中教審改善答申では,現
代社会を「事前規制社会から事後チェック社会への転換が行われてお り,金融の自由化 ,
労働法制の弾力化など社会経済の各分野での規制緩和や司法制度改革などの制度改革が進
んでいる」と認識 し,「このような社会において,自己責任を果た し,他者 と切磋琢磨 しつ









る知識,とりわけ憲法や法の基本原理を理解 させ るとともに,それを利用できる力を養 う
こと」 と解釈 し,改善答申も報告書 も基礎・基本的な知識の習得 と活用を重視 してお り,
























加味 した 「法教育」の展開を示 したのが,図2の「法教育Jの展開である。
図中左側の体験的な学習領域では,法の本質を学ぶ とともに,法(ルー ル)に従つて ト















一般的に「法」とい うと,我々 は 「難 しい」,「とつつきにくい」,「弁護士にお任せJと
い うイメージを持ちがちである。つま り,「法」とは自分とは遠い存在 と感 じていることが
多いのである。
しか しなが ら,実際には「法」とは,さまざまな社会生活の中で我々とかかわつており,















が可能 となり得る。そ して,このことは同時に「社会科授業の多 くが概念を学ぶ とい うよ
‐18・
りも,事実を学ぶ ことに重点が置かれていることがある。」(20とぃ ぅ現状を打破する手が
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(27)大杉昭英「学校教育から見た法教育の課題 と展望」『 ジュ リス ト』1353号,有斐閣,2008
年,36頁。


















発生 しているかについて,子どもに理解 させ ることを目的とする。法






えば,私法の法原理にあたる「契約 自由の原則」を子 どもが行 う模擬





他国の法制度や,過去の自国の法制度 と比較 した りすることで,現






制度などを,法制度の背景にある法原理や法規範 (規準)に照 らして ,






















存在するとい う認識を形成 させ,ルー ルや法の本質
を考えるための視点の基礎を見に付 けさせ ることを
目的 とする。




③ルールや法を考え,判断すること 法的な価値 を考え,判断 し,ルー ルや法を評価す
る学習を行 う。子どもに法的な参加 をする意欲や態


















習 した事柄を自らの生活に応用 し,実践 していくとい う視点が希薄であつたことを指摘 し,














習に代表 され る,具体的な判例を事例 として
取 り扱いなが らも,司法制度を学ぶ学習。
(例)「裁判員制度」導入
④法 (ルー ル)とは何かを考えさせ る授業 生活の中における「きまり」や 「ルール」




以上,先行研究の視点をもとに,社会科授業に 「法教育」を取 り入れる視点を整理 した
のが,表7である。
「法教育」を視点にした小学校社会科授業構成の類型視点は,小学校社会科授業に, ど























法・法原理理解型は 11事例,法のリフレクション型は 8事例,法批判型は 8事例,社
会参加・ トラブル解決型は 9事例 となっている。(視点が同一で,学習過程に重複がある
実践は一つ としてカウン トする。)四つの視点で分類 した事例は,ほぼ同数ずつ見 られる。
学習過程での分類,つまり授業においてどの段階で法を深 く取 り上げているかでは,学




























h 学年 学校 : 授栞者 早元名 出 1




学載冑学部‖風小学戦 井上久 童町時代 全国社会科敏青棚 社禽料儀育詢最』「
44■
?






















? 崎二黒疇西町土疇宙小学校 小絆■行 法律や餞判について考えよう 法薔省HP法機冑構遭ロロ会(■10回)●亭内■




? 手案大学執青学酬 口小学校 向井浩ニ 人 の々仕事とわたしたちのくらし
予菫大学敏冑学部。附口題腕研究社●料
"儡1社会lt見えてくら“法・載材の開劇明治口●2001









学●●学岬開口小学崚 梅澪層治 これからの食籠生■とわたしたち 醐露ま鼎腑朧側


















? 静田県富士市立富±■―小学校 米諄 案椰 情報とわたし
ェロ■治t●山春子饉‖学ヽ校の法競 劇IJ
舅治口●2000
18 東京椰‖■E大員常大小学被 菫 口出 憲法とわたしたちのくらし
E口勇治,日山春子‖『4ヽ中軟の注柵 創IJ
口治口●2000









? 広島県用道市立向東小学校 千鶴暫弘 僣川家性 工F幕府 広島県立緻青センター HP
22 3 大腋敏常大学‖口池田小学校 丼上伸―
冒事ソ
ーロ書館の利用の書まリー 大限薇青大学‖口池田小学校HP















? 広島市ユ小学校 不明 わたしたちのくらしと日本国憲法 広島県立檄宙センター P
?









29 広島県■■市立栞環小学餃 籠●用鴨 わたしたちのくら比日本国凛法 広島県像青姜員会HP
30 広島県鳳道市立黒暉小学校 升む英子 わたしたちのくらしと日本国憲法 広島彙蠍冑晏員会HP
‐27・





















いて,取り上げられている法は「日本国憲法」が圧倒的に多 く,当然なが ら第 6学年での
政治学習での実践例が多い。 しか しながら,第3学年の地域学習のスーパーマーケ ットの
特色を考えさせる際に,「食品衛生法」を扱ったり,同じく地域学習の事故の防止について
考えさせる際に,「道路交通法」を扱つた りする実践例もあることから,「法」に慣れ親 し
ませ,「法」と自分 との距離が近いことを実感 させ ることが重要な中学年にとつて も,一定
の効果が期待できる授業構成である。
以下,代表的な実践事例の分析を表 11に示 している (表11参照)。











会や現代の法律 との比較を行 う。評価は前述 しているように,あくまでも当時の社会的背
景をベースにして行 うが,やは り過去と現代 との比較を行 うのが,子どもの自然な思考パ
ターンであろう。その時が,「法」の視点からの概念的知識獲得のチャンスになつてくる。
以下,代表的な実践事例の分析を表 12に示 している (表12参照)。












以下,代表的な実lll事例の分析を表 13に示 している (表13参照)。
(4)社会参加・ トラブル 解決 型 小 学校 社会 科 授 業構 成 の性 格
社会参加 0トラブル解決型は,身近で起 こつていることや,社会的事例 について,解決
策を考える (ルー ルや法をつ くる)授業構成である。収集 した実践事例におけるテーマも ,




つた り,変えた りすることができるとい うことを学ぶことによつて,主体的な法的参加 を
する力を育むことが可能 となる。
以下,代表的な実践事例の分析を表 14に示 している (表14参照).
・ 30‐
表 11 法 ,法原理理解型小学校社会科授業分析
No,9 学年 3年 学校名 千葉大学教育学部附属小学校
授業者 向井 浩二 出典
千葉大学教育学部・附属連携研究社会科部編





学習問題設定 学習問題追究 学習 問題省察
法・法原理理解型 ○














○地域では,様々 な人々が生産や販売の仕事に従事 してお り,消費者は日
的に合わせて店や商品を選択 し,販売者は消費者の願いに対応 して様々
な工夫を行っていること。





によつて,法律そのものの存在を知 ることができ,法律 とい うものが実は ,
身近な存在でもあることを,子どもは実感することが可能である。
‐31・
表 12 法の リフレクション型小学校社会科授業分析
No。11 学年 6年 学校名 千葉大学教育学部附属小学校
授業者 大澤 昌宏 出典
千葉 大 学 教 育学部 。附 属連 携研 究 社会科 部 編




取 り上げた法 「公事方御定書 (切捨て御免)J・「日米修好通商条約 (治外法権)」
授業類型






明治以降の 日本の近代化を,従来の軍事力・経済産業の成長 とい う視点に
カロえ,法の整備 とい う視点で捉えようとしている授業である。
「日米修好通商条約」における不平等の意味を,「生麦事件」を教材にイ




















NQ 14 学年 5年 学校名 千葉大学教育学部附属小学校



































表 14 社会参加・ トラブル解決型小学校社会科授業分析









翌p程 学習問題設定 学習問題追究 学習問題省察
法・法原理理解型





















せている。 ごみ出 しのルール とい う問題 に加えて,ごみ集積所の場所 の
問題までも考えさせているが,集積所の移転 とい う選択肢は現実性に欠




収集 した 「法教育」を視点にした小学校社会科授業事例では,今回,設定 した法・法原
理理解型,法の リフレクション型,法批判型,社会参加・ トラブル解決型 という四つの視




を考慮すると,学年 ごとに適 した 「法教育」の視点が存在することが分かる。
例えば,法批判型の授業では,自身の意見の根拠 として,これまで身に付けた法的セン
スが必要 となつてくるので,高学年での学習に適 してお り,「法」 とい うものに慣れ親 し
んでいない中学年地域学習での学習には適 さない。
各学年の学習内容に適 した 「法教育」の視点による授業を行 うことによつて,より高い
効果が表れるのではないかと考える。「法教育」の視点 と学習内容の適合性 を整理 したのが ,
表 15である。
中学年では,「法」に慣れ親 しむ とい う立場から,自分たちの身近にある法 (きまり・ル
ール)に目を向けさせ,法・法原理理解型の授業を実施する。さらに,「法」に慣れてくれ
ば,自分たちの力で トラブルを解決 しようとする,積極的な法参加が求められる社会参加 0
トラブル解決型の授業を実施す ることも可能である。
高学年での産業学習では,産業関連の様々な法に出会 う。 ここではまず,法。法原理理
解型の授業で,「法」への理解を深めたい。さらに,公害な どの社会問題等 をテーマ とした
社会参加・ トラブル解決型の授業を実施することによつて,第6学年の学習において法的
センスを活用す る土台 となる力を身に付けさせたい。
歴史学習では,法の リフレクション型の授業を実施 し,当時の 「法」をめぐる対立す る
表 15  「法教育」の視点 と学習内容 との適合性
「 中学年地域学習 高学年産業学習 高学年歴史学習 高学年政治学習
法・法原理理解型 ○ ○ ○ ○
法の リフレクシ ョン型 ◎ ○
法批判型 ◎





































(1)橋本康弘・野坂佳生編著『 “法"を教 える一身近な題材で基礎基本 を授業す る』明治図書 ,
2006年1, 11:百～15]ヨ。
。)法務省 法教育推進協議会 (第16回)議事録,2007年。法教育推進協議会研 究会の報
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(1)第3学年単元 「工場 の仕事 一三木金物 のひみつ 一」 の知識 目標
三木市は,金物の街 として全国的に有名で,中でも手引き鋸の全国シェアは70%を誇る。
三木市で金物づ くりが さかんになった理由として,まず,古代か ら播磨地方では鉄が産出
していたこと,畿内まで近距離であつたこと,美嚢川 (加古川)の水運 を利用できる地形
であったことなどの自然的条件が挙げられる。また,古代から優れた朝鮮系の製鉄技術が
存在 しただけでなく,その道具を使 う優れた大工職人も多数存在 し,大工技術の発達とと






















・ 当時の道路事情では,三木町から丹波・但馬地域,畿内へは一 日行程で行 くことが可能
である。





















・忍海漢人と韓鍛冶は,美嚢郡縮見屯倉 (現在の三木市志染町)に分布 していた と考えら
れている。
・鍛冶の神である笑Wを 祭 る式内社,天目一神社は多可郡 (西脇市大木町)にある。
⑥三木合戦後,秀吉によつて免税政策が出され,三木に多 くの大工・鍛冶職人が移住して
きたこと。                             【法・政策】




























ともなつて成長 したこと。        |






























・鋸の原料である鋼はスウェーデンか ら,鉄鉱石はオース トラリアから輸入 している。
・鋸ができあが りまでには,さまざまな手順があ り,人の作業 と機械の作業を組み合わせ
て,ていねいに作 られている。








ない運動」などに押 されて,徐々 に姿を消 している。
































い う手作 り工房を開館 している。
「木工応援館」では,素人でも,会員になるとプロの指導を受けながら,三木の金物を使
って家具をつ くることができる。












。毎年 11月の第 1土日には,「三木金物まつ り」が開催 され,多くの人でにぎわつている。















①織田信長は,安土城 を築き,大量の鉄砲を使つた り,楽市 0楽座などの新 しい法 (政策 )







城下町は栄えている。                       【法 0政策】









・全国的規模で「検地」を実施 し,大名知行制を確立する。        【法 。政策】












大名の関係が,主君 と家臣の関係であることが明確化 されたこと。    【法・政策】
・武家諸法度 とは,江戸幕府が大名 を統制するために定めた法令である。













・百姓は,人日の約 80%を占め,名主 (庄屋)を中心に, 自分たちで村 を運営 している。
・幕府や藩は,五人組 とい う制度を作つて,年貢を納めさせた り,力仕事 (役)をさせた
りしている。




・天皇・公家に対 して 「禁中並公家諸法度」を出 し,天皇の行動を規制す るなど,幕府は
朝廷を支配 している。












・「島原・天草一揆」後は,絵踏みを取 り入れ,厳しくキ リス ト教を取 り締まつている。
・貿易相手を,キリス ト教を広める恐れのないオランダと中国に限定 している。
・貿易船の出入 りを,長崎の出島に限定 し,利益を幕府が独占できるようにする。
⑦三木合戦後,秀吉によつて免税政策が出 され,多くの大工・ 鍛冶職人が移住 したこと。
・三木合戦 とは,1578(天正 6)年3月から1580(天正 8)年1月までの織田氏 と二木城
主別所氏との合戦である。
・天下統一を目指す織 田信長が,中国の毛利攻めを家臣の羽柴秀吉に命 じ,播磨に進行 さ
せている。                            (当時の情勢 )
当初,別所氏は織田方につ くことを約束 していたが,最終的に毛利方についた ことによ
り,合戦は始まる。                           (原因 )
織田方 (秀吉)は,三木城攻略のために平井山に本陣を置き,付城で包囲し,兵糧攻め
を行つている。                             (戦略)
別所長治は,城内の兵や領民の命を救 うため,自刃 し開城 している。     (結果 )
朱子学の祖 といわれる藤原慢嵩は,三本市細川町桃津の屋敷で生まれるが,三木合戦の
際,別所側に屋敷を焼かれ,京に逃れている。
0戦後,秀吉は免税政策の制札を出している。              【法・政策】
・制札の内容は,①三木町に来住する者の諸役免除,②債務 (借銭,借米,年貢米)関係




住 している。                            【法・政策】
。秀吉は,合戦後城下町を造成 し,家屋 514軒を建てて,両替町,呉服町,紺屋町,磨屋
町り鉄砲町,弓町などをつくつている。










ている。                              【法 0政策】
・1677(延宝五)年,江戸幕府による赦免取 り消 しの通知が出されたが,岡村源兵衛と大














































・隣接 している小野市 と比較すると,子ども (0～19歳)の割合が低 く,高齢者 (65歳以
上)の割合が高いとされている。
・平成 25年1月現在,高齢化率は 26.2%で4人に 1人が高齢者 となつている。
・今後,さらなる高齢化が進展 していくことが考えられている。
・農村地域では,幼稚園・小学校の統廃合が進んでいる。
③三木市内の産業・ 雇用情勢は厳 しく,基幹産業である三木金物の生産が落ち込んでい る
こと。
・市内総生産 (人口 1人あた りの市内総生産)が293万円で,北播磨 5市(小野市 。加東
市 。西脇市・加西市 。三本市)の中で,唯一県内平均 335万円以下である。県内 29市






















。長治は城内の兵や領民の命を救 うため,自刃 し開城 している。
・戦後,秀吉は免税政策の制札を出している。              【法・政策】
・制札の内容は,①三木町に来住する者の諸役免除,②債務 (借銭,借米,年貢米)関係




住 している。                            【法 。政策】
⑤江戸時代も,三木の地子免許は続き,三木市は大工職人の町となつたこと。
・秀吉の治世下において,三木町は永代赦免地であつたが,江戸時代においても継続され
ている。                              【法 。政策】




















・ さらに,三木～高砂間を結ぶ三木川 (美嚢川)通船が発達 し,大坂 0江戸の全国市場に
三木金物が進出するようになつている。
・大正時代には,舟運に替わ り三木～加古川間を結ぶ播州鉄道 (三木鉄道)が開通 し,金
物 も輸送されている。
③三木市は「三本市中小企業振興条例」を制定 し,この条例 を受けたアクションプランに














こと。                               【法・政策】
・三本市は,市内に定住することを目的に,住宅を新築,または購入 した 40歳未満の夫
婦を対象に,固定資産税・都市計画税の一部助成 をしている。
・三本市は,延床面積 50ぽ以上 280ぽ以下の家屋に対 して,固定資産税 と都市計画税の
一部を負担 している。















・現在 15企業が立地 してお り,平成 24年には,市長 自らの トップセールスで外資系企業
の誘致に成功 している。




・北播磨総合医療センターは,病床数 450床,地上 7階,塔屋 2階,ヘリポー トを備える
県内でも6番目に大規模な病院である。
・北播磨総合医療センターは,小野市に建設 され,通院手段 として,シャ トルバスを両市
とも運行 している。
・神戸電鉄を利用 しての通院のため,最寄 りの駅 と医療セ ンター とを結ぶバスを運行 して
いる。
前述 した小学校社会科授業モデル開発の視点及び,設定 した二つの単元の知識 目標をも
とに構築 したのが,図6「法教育」を視点にした小学校社会科授業の開発モデル図である。
また,このモデル図に したがつて,三つの単元の知識 目標の構成を示 したのが,図7 第
3学年単元 「工場の仕事‐三本市金物のひみつ‐」の知識 目標の全体像,図8 第 6学年単




















































































































































































































で有名である。     (性能 )
○毎年,11月には「三木金物まつ り」






























































































































































































































に対 して,古代からの鉄の産出地であ り畿内から近いとい う自然的条件や,優れ
た鍛冶技術の存在および発達とい う社会的条件に加え,秀吉が行つた免税政策 と



























































































































































る「問い」の組織化の結果,信長,秀吉,家康の 「法 (政策 )」 的な視点に












































































































































































































































しを図 り,三木町を復興 させ ,













































































しを図 り,三木町を復興 させ ,



































のか。」という学習問題に対 して,この法 (政策)が織田信長の楽市 0楽座
政策の一環であ り,結果的に金物産業を発展 させる契機 となつたとい う経済
的な視点か らの関連付 けを行 う。これは,既習事項や経験と新情報 とを結び





















































































































































































































































左から,鈍(かんな)・鋸 (のこぎり)・錢 (こて)・撃 (のみ)・小刀
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の リーダー と して京都などの有名な神社やお寺 を建てたそ うです。鍛冶の技術が発達 して




































きるようにな りま した。そ して, 大坂や江戸 (江戸)にまで売 られるようにな りました。




























































































































































































































































































































































年 度 事業箭類 (祥毅) 智繁賞襲(人) 言絆毅(億首) 鏑冨毅(億円)
平成元年 621 4132 543 76










































三木合戦 とは,1578(天正 6)年3月から1580(天正 8)年1月17日までの 1年10か
月にわたる織田氏と三木城主別所氏との合戦をいいます。
天下統一を目指す織田信長は,1577(天正5)年に,中国地方の戦国大名毛利輝元を打
つため,羽柴秀吉を総大将に任 じ播磨に進行させま した。この時,別所氏など有力武将は ,























と云われ,城主長治は領民の命 を救 うため,1580(天正 8)年1月,一族 とともに自刃 し
開城 しま した。 この合戦を別名「三木の干 し殺 し」と呼ばれています。
三木合戦の際,秀吉は三木城攻略のために平井山に本陣を置き,周囲に数多くの付城を
築きました。特に南側の付城群は主菫でつなげて包囲網をつくり,兵糧攻めを実施 しまし














無 くな り,近畿―円に出稼ぎに行 くようになりま したが、この


















































































































































































































































































































H17 H18 H19   H20H21 H22
市内総生産



















1 経営の率所、●●Hれ 、― Cn 中小企業,断士など専門の相mlヨ轟支曇体
“
を整備 m万円
















層用の安定、人材の青咸 ワータ,作"パランスの普及、醸 薇 172万円
【資料 10】提示資料 三木市の取組例(13)
























固定資産税 56,000 56,000 0
都市計画税 24,000 24,000 0






















つたのか。」 とい う学習問題 を,第6学年政治学習では,「三木市が元気になるには何が




得 させる。 さらに,第6学年政治学習では,この獲得 した概念的知識を活用す る学習内容
を構成することによつて,地域社会に積極的に参加 し貢献 しようとする公民的資質の基礎








る点である。各学年の学習内容に適 した 「法教育」の視点を明らかにし, これらの視点に
よる授業の構成 。実践を提示す ることによつて,「法教育」を視点に した小学校社会科授業
構成のあり方 を示 している。
第二に,小学校社会科における「法教育」のあ り方 と社会科の 目的である知識の獲得を
関連付けて教材開発を行つている点である。 「法教育」において,社会科の果たす役割の
重要性は,これまでの研究や実践で明らかにされてきたが,小学校社会科に限定すると,



















































第 1節 研 究 の意 義
各章においては,以下の点について論 じている。
序章では,問題の所在 と研究の目的,そして研究の対象 と方法を明らかにしている。
第 I章では,社会科における「法教育」の現状と意義について明 らかに している。まず ,
1990年代前半から始まつた 日本における「法教育」の研究は,2001(平成 13)年の司法
制度改革審議会意見書が契機 とな り,2003(平成 15)年に法務省に設置 された法教育研
究会による報告書によつて, 日本の 「法教育」の基盤が出来上がるものの,小学校社会科
における研究に関しては,まだまだ不明確な部分が多く,研究課題が山積 しているとい う
現状を示 している。次に,「法教育」も新教育課程 も,基礎・基本的な知識 の習得 と活用を
重視 していることと,中学年から高学年にかけて,「法教育」を視点にした関連性・反復 (ス
パイラル)性を持たせた学習内容を構成することによつて,説明力のある概念的知識の獲
得が可能 とな り得ることから,社会科における「法教育」の意義 を示 している。
第 Ⅱ章では,小学校 社会 科 授 業 実 践事 例 を類 型 化 し,特性 と課題を明らかにしてい
る。社会科授業に「法教育」を取 り入れる視点を, F法・ 法原理理解型」,「法のリフレ
クション型」,「法批判型」,「社会参加・ トラブル解決型」とし,これ らの視点から類




れ,「法教育」を視点に した実践が, どの学年においても可能であることが うかがえる。
課題 として,各学年の学習内容に適 した 「法教育」の視点を意識 した授業構成があげ ら




第■章では,「法教育」を視点にした小学校社会科授 業 実践 事 例 分析から明 らかにな
つた特性 と課題を踏まえ,授業モデル開発を行つている。第3学年地域学習では 「法・法
原理理解型」の視点で構成 した単元を,第6学年歴史学習では 「法のリフレクション型」
の視点で構成 した単元を,第6学年政治学習では 「社会参加・ トラブル解決型」の視点で






を視点とした小学校社会科授業実践事例を (30事例)を対象 とし,「法教育」を取 り入れ
た社会科授業を,「法 0法原理理解型」,「法の リフレクション型」,「法批判型」,「社




兵庫県三木市を取 り上げ,社会科の 目的である知識の獲得 と関連付けて開発を行 つている
点に意義がある。
第 2節 今 後 の課題
今後の研究を発展させていくには,次のことが課題 として挙げられる。
○ 本研究で開発 した,第3学年の地域学習から第 6学年の歴史学習 。政治学習 と系統的
に構成 した 「法教育」を視点に した小学校社会科授業モデルを,現場で検証 し,修正・
改善を加えていく。
○ 中学年か ら高学年まで系統的に構成 した,「法教育」を視点にした小学校社会科授業
モデルを,他の単元においても開発する。





NQl 学年 6年 学校名 岩手県盛岡市立杜陵小学校
























NQ2 学年 6年 学校名 千葉大学教育学部附属小学校





























































NQ4 学年 3年 学校名 千葉大学教育学部附属月ヽ学校






























































単元名 みんなの願いを実現する政治学習   一コンビニで薬?!一
とりあげた法 薬事法
授業類型























NQ7 学年 6年 学校名 埼玉県騎西市立騎西小学校



























No.8 学年 6年 学校名 千葉大学教育学部附属月ヽ学校
授業者 梅津 清治 出典 千葉大学教育学部 ,附属連携研究社会科部編 『社会が見えてくる“法"教材の開発』明治図書2008
単元名 源頼朝と鎌倉幕府
とりあげた法 「御成敗式 目」 「永仁の徳政令」
授業類型
























―NQ9 学年 3年 学校名 千葉大学教育学部附属小学校































NQ10学年 6年 学校名 千葉大学教育学部附属小学校




























No.11 学年 6年 学校名 千葉大学教育学部附属小学校
授業者 大澤 昌宏 出典 千葉大学教育学部′・附属連携研究社会科部編 『社会が見えてくる“法"教材の開発』明治図書2008
単元名 明治の新しい世の中
とりあげた法 「公事方御定書 (切捨て御免)J・「日米修好通商条約 (治外法権)」
授業類型
法教育の視薦


























NQ12 学年 5年 学校名 千葉大学教育学部附属小学校























No。13 学年 6年 学校名 千葉大学教育学部附属月ヽ学校



























m14 学年 5年 学校名 千葉大学教育学部附属小学校






























































































NQ17 学年 5年 学校名 静岡県富士市立富士第一小学校























Na18学年 6年 学校名 東京都練馬区大泉第六小学校




























No。19 学年 6年 学校名 金沢市立大徳小学校

























NQ20学年 6年 学校名 大阪教育大学附属池田小学校


























NQ21 学年 6年 学校名 尾道市立向東小学校
























NQ22学年 3年 学校名 大阪教育大学附属池田小学校

























NQ23学年 6年 学校名 広島市立高美が丘小学校
























No24 学年 6年 学校名 札幌市立資生館小学校




























NQ25 学年 6年 学校名 広島市立小学校



























NO。26 学年 6年 学校名 広島市立小学校

























No.27学年 6年 学校名 兵庫県赤穂市立塩屋小学校


























NQ28学年 4年 学校名 新潟大学附属小学校






























NQ29学年 6年 学校名 広島県尾道市立栗原小学校




























No.30学年 6年 学校4 広島県尾道市立栗原小学校



























































































究に臨むことができま した。深 く感謝申し上げます。本当にありが とうございま した。現
場に帰つた時,先生のような指導を子 どもたちに対 して行 うことが,私の今後の 目標でも




論文の内容についての貴重なご指導や励ましの言葉 を頂いたことに深く感謝 してお ります。
また,本学社会系教育分野の諸先生方には,講義やその他の機会を通 じて,多くのこと
を学ばせていただきま した。厚 くお礼申しあげます。
大学院生活でお世話になつた社会系教育分野 33期生の皆 さま,開ゼミの皆様,研究を通
じて多くの知識や示唆を頂きました。感謝の気持ちでいつぱいです。
さらに,長期にわたる研修の機会 を与えて頂きました兵庫県教育委員会,三木市教育委
員会,ならびに大学院派遣にご尽力頂いた二本市立緑が丘東小学校大北由美校長,三木市
立三木小学校岸本博介校長に深 く感謝申し上げます。
これから,大学院で学んだことを,勤務校で活か していきたい と思います。また,今後
も研究活動を続け,三木市の社会科教育に貢献できる教師になれ るよう日々研究・研鑽に
励みたいと思います。
最後に,兵庫教育大学大学院の2年間を支えてくれた妻に心より感謝 します。
2013年12月20日
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計倉 康和
